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　2020年東京オリンピックで

の活躍が期待される、22歳

以下の東アジア選手権大会

が花巻市で開催された。参

加は中国、韓国、香港、チャ

イニーズタイペイ、日本の５

カ国。日本は全４試合を全

勝して完全優勝。おめでとう

ございます！	

　6月28日、2試合目の香港

戦を応援に現地へ応援に

行った。	

日本チームは全勝して優勝！	
２試合目、香港戦をレポート	

身長19８cmの玉川さんはひときわ目立つ。	
香港戦ではMVPを授与された	

　ハンドボールのルール�
１チーム7⼈でプレー。うち、
1⼈はゴールキーパーで、他は
コートプレーヤー。相⼿ゴー
ルにシュートして1得点となり、
前・後半各30分の試合時間に
多く得点したら勝ち。�
コートは40m×20m。ゴーか

ら6mの距離に引かれている半
円のライン＝6mラインには
ゴールを守るＧＫのみ⼊るこ
とができる。攻撃するチーム
は、6mラインの外からしか
シュートできない。�
（ハンドボールリーグHPより
抜粋）�

�



玉川さんは攻守で存在感を発揮。	
香港 に圧勝！	
　チーム紹介の後、試合が

始まった。スタートメンバーと

してコートに登場した玉川さ

んは、攻撃時のブロックと

ディフェンスを最前線で行う

“ポスト”のポジションらしい。

メンバーのシュート時には、

援護のため俊足でゴール前

へ移動。体を張って相手を

阻みボールの道を空ける。

ディフェンス時にはキーパー

前に大きく仁王立ちでゴー

ルを守っている。	

　ゲームは日本チームの点

からスタート。パスが繋がっ

て点差が開いていく。ナイ

ス！玉川さんもゴールを決

めた！のだが、写真を撮れ

ずごめんなさい・・。	

　15分ほど経ったところでタ

イムアウト。そこで玉川さん

はベンチに下がった。前半

30分は29-8で日本がリード

して終了。後半30分、玉川さ

ん再び登場。攻めでも守りで

も、圧倒的な存在感だ。

シュートを決めようとする相

手を空中で捕まえたり、と頼

もしい。結果は42-19で勝利、

日本は２戦２勝となった。お

めでとうございます！	

ゴール前の競り合いもハンドボー
ルの魅力。左はシュートする香港
選手を空中で捕まえた玉川さん	



今日の試合は、初戦の課題をクリアして勝つことを目
標としていました。シュートの機会を逃さず得点できる
チームプレーの実践です。前半はうまく点差をつけられ
ましたが、後半はイージーミスが多くなってしまいました。
次の試合ではチームで改善していきます。	

この大会ではもちろん、優勝が目標です！	

結果	

香港戦の後に	
お話を聞けました	


